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生物集団の遷移
立命館大 ･理工 中 島 久 男
今世紀においてV.Volterra,A.∫.Lotka等によって始められた生態系の数理的取 り扱いは,そ
の後も多くの研究者によって解析され発展してきているが,それらの研究を概観 してみると,
問題を扱う方法や観点において二つの異った立場がある｡一つは力学的方法といわれるもので,
系を構成する各生物種の個体数(個体群密度)を系の状態変数にとり,その時間的変化を多くの
場合,非線型連立微分方程式を用いて記述 し,平衡点の力学的安定性,周期解の存在などを考
察し,種々の生態系の現象を説明するものである｡もう一方,この力学的方法とは別に,生態
系の個々の生物種の性質を問題にするのではなく,系全体としての種々の生物学的量(例えば
系内の生体エネルギーの流れや,系の多様度等)を用いて,生物現象の一般的な性質を導いたり,
それらの量の性質から,生物現象の説明をする試みがなされている｡
生態系において,各々の生物種の個体数が変動する時間スケールよりもっと長い時間スケー
ルの現象として,遷移や進化の過程がある｡それらの過程における変化の方向性 と,上に述べ
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